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よび縁下プラークに関連する因子と考えられる 3 因子が抽出され、これらの 3 因子で変数の全変動の約75%を説明で
きると考えられた。ここで用いた臨床指標のなかで、 3 因子の因子負荷量がすべての正の値を示したのは歯肉縁下細
菌叢の運動量のみであった。各因子の因子負荷量で各変数をプロットすると、運動量は他の臨床指標とは独立した位
置にプロットされた。
以上の結果から、画像解析法を用いてヒト歯肉縁下細菌叢の運動量を画素数として定量的に評価できることが明ら
かにされ、さらに、歯肉縁下細菌叢の運動量は、従来から用いられている歯周疾患の臨床指標と同様に、歯周組織の
臨床状態をある程度表わしているものの、本研究で調べた他の臨床指標とは異なる要素を測定していることが示され
た。従って、本法で測定される運動量は、他の臨床指標では得られない歯周状態の新たな情報を提供する可能性が示
唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究では、画像解析法を用いてヒト歯肉縁下細菌叢の運動量を画素数として定量的に評価できることを明らかに
した。さらに、この歯肉縁下細菌叢の運動量は、従来から用いられている歯周疾患の臨床指標と同様に、歯周組織の
臨床状態をある程度表わしているものの、本研究で調べた他の臨床指標とは異なる要素を測定していることを示し
た。
この論文は、新しく開発した画像解析法を用いて測定される歯肉縁下細菌叢の運動量が、他の臨床指標では得られ
ない歯周状態の新たな情報を提供する可能性を示唆しており、博士(歯学)の学位に十分値するものと認める。
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